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宇宙食におけるハーブの利用

The use of the herb in space foods

 
*近藤 里奈1、中山 ゆい2、近藤 祥子2、片山 直美1,2

*Rina Kondo1, Yui Nakayama2, Shoko Kondo2, Naomi Katayama1,2

 
1. 名古屋女子大学、2. 名古屋女子大学大学院生活学研究科食物栄養学専攻

1. Nagoya Women's University, 2. Graduate school of Nagoya women's University

 
　宇宙食におけるハーブの利用は食事に含まれる食塩の量を減らすためだけではなく、食事の食味評価を高

め、さらに医食同源の漢方の立場から各種の病気の予防と健康維持を目的としている。今回宇宙食に加えたい

と考えているハーブに、タイム、セージ、ステビア、レモンバームがある。 

 

　タイムはチモールという成分が含まれ、ハーブの中でもナンバー1といわれるほどの強い殺菌効果と抗ウイ

ルス効果が期待できる。その強い効能ゆえに古代エジプトではミイラの防腐剤、保存料として使用されてい

た。冷蔵庫の無い時代にはタイムを加えて料理をすることで保存効果を高めていたこともあり、喉が痛いとき

や風邪、インフルエンザなどの感染症予防のためにタイムを入れたお茶でのうがい化効果的であると考える。 

 

　セージはタイムと同様に強い抗菌・抗ウイルス作用があり、お茶として飲むことで血液循環が促進されて強

壮効果が期待できる。 

 

　ステビアは低カロリーの天然甘味料（砂糖の200～300倍の甘さ）としての利用が期待されるため、糖尿病

予防として積極的に利用したいハーブである。 

 

　レモンバームは抗鬱作用があるため、気持ちを落ち着かせ、気分の落ち込みや精神の高揚が静まり、気持ち

が明るく前向きになるため、長期間の閉鎖空間生活に必要であると考えた。今後是非、宇宙での栽培と利用を

希望する。
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